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（午前９時５９分 開会） 

○野原修委員長 ただいまから建設常任

委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、弘委員を

指名します。 

 議案第５号所管分及び議案第１２号の

審査を行います。 

 本２件のうち議案第１２号については

補足説明を省略し、議案第５号について

は、補足説明を求めます。 

 山口土木下水道部長。 

○山口土木下水道部長 おはようござい

ます。 

 それでは、議案第５号、平成２８年度摂

津市公共下水道事業特別会計予算につき

まして、目を追って、主なものについて、

補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１２ページをお開き願います。 

 まず、歳入でございますが、款１分担金

及び負担金、項１負担金、目１公債費負担

金は、前年度に比べ９１５万円の減額とな

っております。 

 これは、吹田市及び茨木市の下水が一部

本市の公共下水道管に流入するため、両市

より当該公共下水道管の市債償還に合わ

せて負担金を徴収しているもので、市債償

還金の減少に伴い、負担金額が減少するこ

とによるものでございます。 

 目２受益者負担金は、前年度に比べ１４

９万２，０００円の増額で、これは賦課面

積の増加によるものでございます。 

 款２使用料及び手数料、項１使用料、目

１下水道使用料は、前年度と同額としてお

ります。 

 項２手数料、目１下水道手数料は、前年

度と同額としております。 

 款３国庫支出金、項１国庫補助金、目１

下水道事業費国庫補助金は、前年度に比べ

４，８９０万円の減額で、これは補助事業

の減少に伴うものでございます。 

 １４ページ、款４繰入金、項１、目１一

般会計繰入金は、前年度に比べ１，０５６

万１，０００円の減額で、これは主に利子

償還金の減少に伴うものでございます。 

 款５諸収入、項１資金貸付金返還収入、

目１水洗便所改造資金貸付金返還収入は、

前年度に比べ２６万１，０００円の減額

で、これは貸付額の減少に伴う返還額の減

少によるものでございます。 

 項２、目１雑入は、前年度に比べ６３９

万６，０００円の増額で、これは高槻市か

らの三箇牧鳥飼雨水幹線建設負担金の増

加によるものでございます。 

 款６、項１市債、目１下水道債は、前年

度に比べ１億２，１７０万円の増額で、こ

れは、資本費平準化債、借換債の増加によ

るものでございます。なお、資本費平準化

債の借り換えを除く実質ベースでは１３

億８，４２０万円で、前年度に比べ２億２，

３８０万円の減額で、これは主に新規発行

の資本費平準化債の減少によるものでご

ざいます。 

 続きまして、歳出でございますが、予算

書の１６ページをお開き願います。 

 款１下水道費、項１、目１下水道総務費

は、下水道業務課及び下水道事業課職員の

人件費のほか、節１３委託料では、地方公

営企業法適用支援業務委託料、節１９負担

金、補助及び交付金では、水道事業会計な

どに対する負担金、節２７公課費では、消

費税及び地方消費税でございます。 

 下水道総務費は、前年度に比べ１８６万

円の減額で、これは主に消費税及び地方消

費税の減少によるものでございます。 

 項２下水道事業費、目１下水道管理費

は、節１１需用費では、下水道施設の維持
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管理に係る消耗品費などでございます。 

 １８ページをお開き願います。 

 節１３委託料では、親水施設などの維持

管理に係る委託料、下水道使用料徴収事務

委託料及び管渠の調査委託料などでござ

います。 

 節１９負担金、補助及び交付金では、安

威川流域下水道維持管理負担金など、節２

１貸付金は、水洗便所改造資金貸付金でご

ざいます。 

 下水道管理費は、前年度に比べ２，７７

２万８，０００円の減額で、これは主に集

中管理室及びポンプ場設備の維持管理に

係る委託料が、平成２８年度から一般会計

にて所管する事務として整理されたこと

によるものでございます。 

 目２下水道整備費は、下水道業務課及び

下水道事業課職員の人件費のほか、１８ペ

ージから２０ページに示しております節

１３委託料では、工事設計外委託料などで

ございます。 

 節１５工事請負費では、公共下水道工

事、節１７公有財産購入費では、土地購入

費、節１９負担金、補助及び交付金では、

安威川流域下水道建設負担金、節２２補

償、補填及び賠償金では、下水道工事に伴

う水道管などの移設費などでございます。 

 下水道整備費は、前年度に比べ１億７，

１３９万８，０００円の減額で、これは主

に公共下水道工事及び安威川流域下水道

建設負担金の減少によるものでございま

す。 

 款２、項１公債費、目１元金は、公共下

水道事業債、流域下水道事業債及び資本費

平準化債の元金償還金で、前年度に比べ４

億１３４万４，０００円の増額でございま

す。 

 なお、資本費平準化債の借り換えを除く

実質ベースでは、３２億５，６６１万２，

０００円で、前年度に比べ５，５８４万４，

０００円の増加でございます。 

 目２利子は、前年度に比べ１億３，９６

４万２，０００円の減額でございます。 

 ２２ページをお開き願います。 

 款３、項１、目１予備費は、前年度と同

額でございます。 

 以上、平成２８年度摂津市公共下水道事

業特別会計予算内容の補足説明とさせて

いただきます。 

○野原修委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 中川委員。 

○中川嘉彦委員 おはようございます。 

 それでは、何点か質問させていただきま

す。 

 まず、市長の市政運営の基本方針の中に

もうたっていましたけれども、平成２９年

４月の地方公営企業移行に対して、どうい

うふうに具体的に進めていくのか、進捗状

況と、あと経営基盤の強化、透明性を図る

とも市長は言われておりますけれども、そ

の辺の内容も具体的に教えていただけれ

ばと思います。 

 あと、市債の件で、今、簡単にご説明い

ただきましたけれども、資本費平準化債を

引いた分で考えると、市債は前年度より２

億円減額、少ないんだというようなことな

んですけども、この市債は、これからはど

ういうふうに考えていくのか、借りていく

金額の考え方を教えていただければと思

います。 

 あと、国庫支出金ですけれども、本年は

前年度と比べて４，８９０万円減の２，８

００万円となってますけれども、先ほどの

説明では、補助事業の減少というふうにお

聞きしました。補助事業の減少、それをも
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うちょっと詳しくお教えいただければと

思います。 

 あと、安威川流域下水道維持管理負担

金、これすごい金額なので、この内容と、

この負担金の割合はどこの市町村とどう

いうふうに割合を決めて、どういうふうな

経緯でこの金額になったのかお教えいた

だければと思います。 

 最後に、負担金で自動車安全運転管理者

部会負担金１万２，０００円とありますけ

れども、単純に下水道費と関係ないように

思うんですけれども、内容を教えていただ

ければと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長 答弁を求めます。 

 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは下水

道業務課にかかわりますご質問にお答え

させていただきます。 

 まず、１点目の平成２９年４月の地方公

営企業化に向けての進捗状況でございま

す。地方公営企業化に向けて変わるのが、

会計処理の方法が大きく変わるというこ

とで、今現在、水道事業がされておられる

のと同様に、貸借対照表とか損益計算書な

どの財務諸表を作成するというのが主な

ところになります。その部分につきまし

て、今現在、平成２７年度と平成２８年度、

２か年でその準備を行っておるわけです

が、内容といたしましては、下水道の資産

の洗い出しであったり、管理、そして、今

言いました財務諸表をつくるに当たりま

しての会計システムの構築であったり、公

営企業化ということになりますので、今現

在の条例、規則などの改正などがございま

す。進捗状況は、この２年間でトータルで

持っていくという形になりますが、今現

在、下水道の固定資産台帳の整備等々につ

きましては、大方６割程度の進捗と思いま

す。ほか条例関係であるとか、財務会計の

システム等につきましては、今打ち合わせ

を行っておるんですが、ほとんどの内容が

来年度、平成２８年度に集中いたしますの

で、全体として見れば、約２割ぐらいの進

捗状況であると思われます。 

 そして、この公営企業化を図ることによ

ってのメリットでございますが、一番に

は、やはり会計処理という面で、今の経営

状況といいますか財務状況、財政状況が的

確にされ、わかりやすくなるという中で

は、今後のサービスであるとか負担額とい

うのが見えやすくなるのかなと思われま

す。 

 次に、２番目に市債の今後の考え方とい

うことでございます。 

 下水道の整備に関しましては、過去に急

激な整備を行ってきたということもござ

いまして、市債の返還がずっと高どまりと

いいますか、平成３０年過ぎぐらいまで

は、かなりの高額の返済が続く中でござい

ます。今後は、当然財政の健全化というこ

とを考えていく中では、市債の償還額以内

での借り入れで、下水道の整備事業等を図

っていきたいと考えております。 

 次に、安威川流域下水道の維持管理負担

金の内容と割合でございます。 

 流域下水道につきましては、下水道の最

終処理施設、広域的な処理施設ということ

でございますが、そこの部分の処理に係る

維持管理のコストが、主に各施設に流入し

ている市それぞれで分担するという形に

なっております。流域に付属する市としま

しては、摂津市、茨木市、高槻市、吹田市、

箕面市等が属しておりまして、それぞれの

流入量によって維持負担金を按分してい

るという形になっております。 
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 具体的な割合ということでございます

が、中央水みらいセンターであったり、味

舌ポンプ場、摂津ポンプ場等いろんな施設

がございまして、それぞれの施設によっ

て、割合が変わってきますので、一括で

何％というふうな数字としては出てない

形になっております。 

 以上です。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 中川委員の下水

道事業課にかかわる質問についてお答え

させていただきます。 

 国庫補助金が前年度に比べて減ってい

て、２，８００万円になっています件につ

きましては、今回、汚水に関する分の交付

金を要求しており、この分の金額が２，８

００万円ということになっています。この

額が下がっているというのは、汚水の事業

量がその分減っているというのが大きな

理由であります。 

 それから、自動車安全運転管理者部会負

担金なんですけども、自動車安全管理者の

ほうへ負担をするもので、私ども下水にも

公用車を持っておりますので、その分につ

いての安全講習を受けたりとかいう分で

の部会への負担金ということでございま

す。 

○野原修委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 それでは、もう一回質問

させていただきたいと思います。 

 先ほどの地方公営企業の移行に際して、

何がメリットになるのかという点でいく

と、財政状況がわかりやすくなるというふ

うなご答弁なんですけど、私も余り財務内

容というのを端から端まできっちり読み

解けるような状況じゃないんですけど、わ

かりやすくなるというのは、何が今わかり

にくかったのか、その辺詳しく教えていた

だきたいのと、今、下水道資産を洗い出し

てるということですけれども、例えば土地

の値段とかそういうのは購入したときの

値段で処理するのか、今の現状に則した値

段なのか、そういうので全然資産というの

は変わってくると思いますけれども、その

辺の資産、厳密に実勢に合った資産の洗い

出し、資産のチェックになるというのが、

今回の会計処理の大きな変えるところで

一番のメリットなのか、その辺を教えてい

ただければと思います。 

 市債は、先ほどある一定のときかなり費

用をつぎ込んで事業費が多くて、その借り

換えでかなり返済が多いという話になっ

てますけれども、なるべく市債というのは

当然借金ですので、この事業全体で賄える

ような事業運営、当然、管だとか施設だと

か、そういうものの老朽化とかで費用がか

かるとは思いますけれども、なるべく市債

を抑えるような方向性でいってもらいた

いなというのは要望しておきます。 

 補助事業の説明、汚水の補助金となって

ますけれども、下水道事業全体でどういう

ふうなところで、今後どういうふうな下水

道事業に力を入れていくかというのです

か、こういうふうな問題点とかがあれば、

もう一度お教えいただければと思います。 

 安威川流域下水道の管理負担金ですけ

れども、負担金の割合は結構です。流入分

で多分案分されて計算をされると思うん

ですけれども、その流入、どこでどういう

ふうにして、これは、毎年一回、例えば５

年とか１０年に１回測量したら、もうそれ

は大体決まっていくのか、毎年変わるの

か。何かすごい金額が大きいので、どうな

のかなと思うんですけれども、その辺を教

えていただければと思います。 

 車の負担金はわかりましたので、結構で
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す。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 中川委員の２回

目のご質問で、今後の下水道事業の展開に

ついてお答えさせていただきます。 

 私ども、公共下水道事業としまして、合

流分はほぼ整備が済んでいます。安威川以

南での分流につきましても、ほぼ汚水に関

しては整備が整っている状況にあります。

今後、汚水につきましては、やはり市街化

調整区域のほうにつきましても事業を進

めていくことも検討に入れております。 

 それから、雨水につきましては、やはり

この大雨が結構激しく降るとかいうこと

もよくあります。ここ数年やはり大雨によ

って浸水したこともございます。ですの

で、まだまだ未整備が多くありますので、

まず汚水のほうは、ほぼひと段落がついた

状況でありますので、なおさら雨水のほう

を今後進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○野原修委員長 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは、下水

道業務課にかかわります２回目のご質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、１点目の地方公営企業化に向け

て、何が今までわかりにくかったのかとい

う点と、資産の管理についてということで

ございます。 

 まず、何がわかりにくかったのかという

ところでございますが、市の一般会計と同

様に特別会計を今審査いただいているわ

けですけども、それぞれ単年度の会計の入

出についての内容になっておりまして、そ

こには当然、先ほどご質問にありました資

産価値については、単年度会計の中には含

まれていないというか、意識されてない部

分がございます。今、委員からありました

とおり、下水道管を設置したときの費用と

経年劣化していっての資産価値というの

は落ちてきますので、そのあたりの割合と

いいますか、資産価値が落ちてきたとき

の、下水道管の通常言われてます寿命とい

いますか、耐用年数が５０年と言われてい

る中で、それに向けて価値が落ちてきて、

次の想定される補修であったり、新しい管

工事等の費用がまた発生するというよう

なところを単年度ではなくて、経年的に管

理していくというようなところが変わっ

てくるところではないかなと思っており

ます。 

 それから、４番目、安威川流域下水道の

流入量の測定についてでございますが、こ

の分については、実績でということになり

まして、それがどの時点でかとなります

と、前々年度の流域下水道への流入量によ

って算出されているというものでござい

ます。 

 以上です。 

○野原修委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 最後に一つだけ。先ほど

の下水道の資産の部分ですけど、今資産の

金額をはじくのも多分、第三者とか外部の

人間がするわけじゃなく、職員の皆さんが

自分らで試算されると思うんですけれど

も、その試算で経年劣化の管はこれぐらい

だったからこれぐらい資産価値がある、ち

ょっとあれすれば資産が多目になる、まだ

資産価値があるとかというふうになると

思うんで、その辺をどういうふうに外部に

出して、しっかりと精査したらいいのかは

わかりませんけども、資産の読み方によっ

て全然、その資産の大きさが大きくなった

り小さくなったりしますので、その辺は厳

密に今実勢をはかってしっかりやってい

ただければということで、要望しておきま
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す。 

 以上です。 

○野原修委員長 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 

 今回、公共下水道特別会計ということ

で、新年度からは上下水道部に移っていく

という中で、体制等々の関係、それから会

計の中身のこと、２点だけ確認の意味で聞

いておきたいと思います。 

 一つには、予算概要１７０ページ、下水

道業務課の人件費事業が６，２４４万９，

０００円ということで上がっています。前

年はここが４，７５９万３，０００円で、

次のページにある下水道事業課のところ

は、人件費事業ではそれほど差はないんで

すけれども、業務課のほうで体制が変わっ

てくるのかなということが見られるんで

す。予算書では２４ページ以降のところで

給与費明細書等々、職員の人数なり書かれ

ているところがあるんですが、今年度は１

３名体制でやられてたところを新年度か

ら１５人ということに、この公共下水道会

計のところでは動いていくことになるん

かと思うんですけれども、事務や事業の中

身でどういった変化があるのか、また、こ

の増員の体制の意味というか、中身につい

て聞かせていただきたいと思います。 

 もう１点ですけども、これは予算概要１

７２ページで、排水路管理事業や排水路し

ゅんせつ事業のところなんですが、先ほど

の部長の説明の中でも排水路管理につい

て集中管理室の委託とか、先日の一般会計

のところで聞かせてもらった中身なのか

なと思ってるんですけれども、これまでの

委託の部分を一般会計と特別会計とに整

理して、金額がこういうふうな形になって

るんだと思います。それと、排水路しゅん

せつ事業ということでいうと、今年度の分

では一般会計のほうで、この事業は上がっ

てた分が、新年度は特別会計に入ってきて

るというところでいうと、この事業、この

委託は一般会計で行うものなんだ、特別会

計で行うものなんだという、そこのところ

の判断というか、境目はどこにあるのかと

いうことをこの際ですから聞いておきた

いと思います。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 弘委員の下水道

事業課にかかわる部分についてのご質問

について、お答えさせていただきます。 

 排水管のしゅんせつとか、排水管の整

備、管理について、一般と特会との区分け

という内容についてのお問いについてで

すけれども、今回、機構改革に伴いまして、

水路の部分につきましては一般会計のほ

うで、公共下水道関連のほうにつきまして

は上下水道部のほうが受け持つことにな

っております。それで、水路につきまして

は農業用水がございます。農業用水関係に

つきましては、一般のほうになっておりま

す。排水管につきましては、主に農業用水

が流れていない、昔に住宅地が開発された

ときに作られた雑排水管と言われるもの

がございます。今はそれは雨水管の代用と

して使っております。これにつきまして

は、上下水道部のほうで管理をする範疇に

させていただいてるという形になってお

ります。 

 以上です。 

○野原修委員長 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは、下水

道業務課にかかわります１回目のご質問

にお答えさせていただきます。 

 上下水道部になって体制ということで、

主に人員の変化についてというご質問で

ございます。 
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 予算書の２４ページに前年度と本年度

ということで、職員数が書かれておりま

す。前年度、平成２７年度が１３名、短時

間勤務職員が２名、平成２８年度が職員が

１５名で短時間勤務者が１名ということ

で、正職員が２名増と短時間職員が１名減

という形になっております。この部分につ

きましては、先ほど委員からもございまし

たように、機構改革に伴うものでございま

す。今現状、下水道業務課の所管業務とい

たしまして、し尿処理の関係業務を担当し

ております。この部分につきましては、一

般会計で従前から行っている部分でござ

います。ということで、その部分にかかわ

りまして主に課長であったり、課長代理に

つきましては、一般の業務も兼ねていると

いうことで、これまで一般会計で人件費を

みていたというものでございますが、今回

の機構改革によりまして、し尿の関係が環

境部局のほうに換わるということで、今言

いました２名分が特別会計のほうで新年

度手当するという形なったことによる増

でございます。 

 短時間職員の１名減につきましては、先

ほど樫本課長からありましたけども、事業

課の中で水路の関係が一般のほうに残る

ということで、当該職員も一般会計のほう

に換わるということでの減という形にな

っております。 

 以上です。 

○野原修委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今、ご答弁で説明聞かせてい

ただいたんですけれども、この一般会計と

特別会計との区分けのところで、もう一つ

よくわからないなと思うんですけれども、

本来だったらどうなのかというところで

すよね。これまでだったら下水道特会の事

業をやってる職員、それから、一般会計の

事務の中身をやってる職員、そこのところ

は、線引きみたいなことはある意味きちっ

とできない部分もあるのかなというふう

には思うんですけれども、ただ、会計上で

は、そこのところは区分けはできると思う

んです。そういったことでいったら、これ

までだったら、そこの分の人件費を本来で

あったら下水道会計で見ないといけない

部分の人件費も一般会計のほうでみてた

のかなというふうにも受けとめられます

し、事業課のほうでお答えいただいた雑排

水路というんですか、そこのところの部分

についても、これまでだったら同じ課の中

で所管してたから、そこのところは一緒に

して委託に出してたということで、しゅん

せつのところは一般会計に、集中管理室と

かポンプ場の管理のところは特会でとか、

いろいろとそういうようなことでやって

た部分が、今回は機構改革で線引きを変え

たことによって、ここのところは整理しま

したということなんですけども、これまで

の事務の区分けというのがどうだったの

かなということも含めて、少しすっきりと

しないなと思う部分があるんですけれど

も、そこらあたりのお考えについてもう一

度聞かせいただけたらと思うんですが、よ

ろしくお願いします。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 弘委員の２回目

のご質問にお答えさせていただきます。 

 安威川以南については、ご承知のとおり

分流式で下水道整備をさせていただいて

おりまして、汚水につきましては当然公共

下水道管、今整備を進めていかせてもらっ

たもので排除をしています。雨水につきま

しても、本来であればですけれども、公共

下水道汚水管と同様、管を整備するなり、

今の開渠を整備するなり、計画通り進めて
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いって、その整備をやっていくというのが

本来の形にはなっているんですけれども、

今の時点ではまだ整備のほうが進めきれ

ていないというのが現状であります。今ま

でなんですけれども、公共下水道管の雨水

管としての雨水排除ができていないとこ

ろは、今ある既存管、水路の管、水路とか、

あるいは既存雑排水管といわれるもので

大雨のときには雨の排除はそれを使って

やっております。一部雑排水管、施設につ

きましても、特別会計に入れてた部分があ

るんですけれども、全て雨に関する分にな

っております。これにつきましては、特会

に入れてありましても、最後、雨に関する

費用に関しては一般会計から繰入により

入ってきますので、一応、公共下水道管に

近いところの施設については、主に今まで

は特会のほうに入れてたのが経緯であり

ます。今回この企業会計を前提にした中で

の機構改革をしてますので、その辺の筋分

けをはっきりさせないといけないという

形になっております。そうなったときに、

先ほどお答えさせていただいたとおり、農

業用水が流れてる分につきまして、企業会

計で負担するというのは問題があるとい

うことですので、農業用水が流れてる分の

施設に関しては、全て一般のほうに持って

いったということがあります。ならば、農

業用水が流れていない雑排水管につきま

しては、これは先ほど話させてもらったと

おり、公共下水道管が整備される前に宅地

の開発なんかでつくられた管になるんで

すけれども、これにつきましては、農業用

水は流れておりません。これは、ですので、

主にやはり雨水排除が目的となる管にな

っておりますので、これは一般のほうじゃ

なくて特会のほう、今度の上下水道部のほ

うで管理をしようというような形の仕分

けにさせていただいたという経過になっ

ております。 

 以上です。 

○野原修委員長 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは、２回

目のご質問で、人件費にかかりまして、一

般と特会と分けることができるのではな

いかということでございます。確かに、担

当職員につきましては、し尿であればし尿

の関係の業務、下水の関係であれば下水の

業務ということで振り分けておりますの

で、きっちり一般と特別会計のほうでとい

うことで人件費は分けることは可能です

が、例えば管理職、課長であったり、課長

代理については、委員おっしゃっているよ

うに、両方の業務をやっておりますので、

そこの部分の比率がどうかということは

あるかもしれませんが、なかなか厳密に

何％というのは難しいところもございま

す。その中で両方兼ねている部分について

は、これまで一般会計で持ってきてたとい

うことございます。今回につきましては、

機構改革によってし尿の関係が外れると

いうことで、下水のほうに特化しますの

で、特別会計のほうで持たせてもらうとい

う形でございますので、ご理解のほどお願

いします。 

 以上です。 

○野原修委員長 弘委員。 

○弘豊委員 人件費事業のほうですね、今

言われた課長の分なんかはどっちにとい

うことでいうと、確かにこの予算書の２９

ページなんか見てると、去年、ことし、２

月時点での課長級のところの職員は、特会

のほうでは一人、もう一人は一般会計のほ

うで出されてたんだなというふうなこと

では、なるほどと理解するんですけれど

も、言ってみたら、特別会計のほうに残る
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というか、下水道事業課、業務課で残り職

員の体制、それから、環境センターのほう

にし尿なんかは行くと、それから、水路の

関係は水みどり課に行くということでい

うと、そこのところの職員の体制というの

が逆に薄くなったりはしないのかなとい

う懸念を、この数字だけ見てると思ったり

してるんですけれども、そこのところはあ

る意味大丈夫なのか。念のため、最後に聞

いておきたいと思います。 

 排水管の関係については、なるほど、そ

うなのかなということで、今のお話聞いて

思うわけですけれども、いろいろ実際の仕

事の中身としては、業者への委託というよ

うなことで管理やしゅんせつやそういう

ようなことをしてもらう、そこのところは

課や部が分かれても契約の中身としては

合わせてやっていくんだろうなというこ

とではわかりますけども、今回、企業会計

導入の中で線引きをされたということな

んですけれども、本来的には、これはどこ

のところが受け持つものなのかみたいな

ことを以前からちゃんとしておいたほう

がよかったのかなということだけ答弁を

聞いた中では感じましたので、そのことだ

け申し上げておいて、その点については結

構です。 

○野原修委員長 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは、３回

目のご質問にお答えさせていただきます。 

 機構改革によって、人数の移動によって

その辺のカバー、増減が大丈夫かというご

心配をいただいてるわけでございますが、

今の時点で、私どもで考えておりますの

は、担当業務については、それぞれの担当

者が受け持っておりますので、その部分の

増減についてはないものと考えておりま

す。ただ、おっしゃってますように、今ま

で一般会計と特別会計の業務ということ

で兼ねておりました管理職の部分につい

てが、特別会計だけになって一般の分が外

れるということで、その分が薄まってしま

うんではないかということでございます

が、それぞれの課の事務分掌という中で

は、次にいった環境センターでも当然管理

職がおりますので、その部分での事務の所

管内容ということになるということでは、

人数的に薄まるということはないと思っ

ております。 

 以上です。 

○野原修委員長 ほかに。 

 木村委員。 

○木村勝彦委員 まず、改めて安威川以南

の雨水幹線の整備率について、現在の整備

率を一遍お聞かせ願いたいと思います。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 ただいまのとこ

ろですけど、安威川以南の面積の普及率

が、平成２７年度末で約３４％となってお

ります。 

○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 市民の安全安心という

点では、最近の異常降雨によって、非常に

降雨量の大きな変化がありますし、市民の

そういう異常降雨に対する不安というの

は、非常に増大しているんです。安威川以

北については、合流式ということで、約１

００％に近い人口普及率を完成してるん

ですけれども、これは前市長の森川市長が

積極的に公共下水に取り組まれて、そのか

わり市債も発行されて今日に至ってるん

ですけど、そういう点では以南と以北の間

に市民の格差というんですか、安心安全に

対する格差が私はあると思うんです。とり

わけやっぱり安威川以南の市民にとって

は、最近の異常降雨についての浸水の不安
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というものは非常に大きいものがあると

思います。そういう点では、幾ら状況の変

化があったとしても、３４％ということで

あれば、非常に南北の格差が大きい面があ

ると思うんで、その雨水幹線の整備の遅れ

の大きな原因は、例えば地域的なものなの

か、市民の協力態勢の問題なのか、その辺

のことについて、担当部としてどういうふ

うに認識をされておるか、その点について

お聞かせ願いたいと思います。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 木村委員の２回

目の質問にお答えさせていただきます。 

 現在の安威川以南の整備のほうが、遅れ

ているのは十分承知しておりまして、私ど

もにつきましては、雨水幹線のほう、特に

東別府雨水幹線のほうにつきましては、早

急にしたいということで、今、準備を進め

ているところでございます。東別府雨水幹

線につきましては、管渠の埋設するところ

にですけれども、大阪広域水道企業団の管

渠があります。その下を推進していく予定

にしておりまして、そこの管が非常に古く

て、推進を行うとその管に漏水が起きる、

あるいは破損するというようなことが企

業団のほうからも言われております。この

分についての補修及び改良のほうを企業

団にやっていただいています。 

 それから、雨水幹線のほうにつきまして

ですけれども、新幹線の交差がございま

す。この新幹線の交差につきましても、Ｊ

Ｒ東海のほうとの協議が長時間かかって

いるというような状況があります。なかな

か東別府の雨水幹線につきましては、今は

事業をするための準備は進めております

けれども、何分現場の状況に非常に難しい

ところ、困難なところがありまして、なか

なか見た目的には進められていけてない

というような状況になっているのは思っ

てます。ただ、今年度なんですけれども、

この東別府雨水幹線の作業をするために

必要な土地のあてがいにつきましては、沿

道の土地の所有者さんの方に事業を開始

するときにはある一定の範囲でこんだけ

貸してくださいというようなことについ

ては、了解をもらえるところまで至ってお

ります。ですので、少しずつなんですけど

も、障害は取り除くようなことはしておる

んですけども、いかんせん現場状況がかな

り厳しいところがございますので、当初の

予定よりは遅れてるというのが状況であ

ります。 

 以上です。 

○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 ご存じのように、平成１

１年の鳥飼野々の浸水騒ぎ、これも新幹線

をくぐって逆流していた雨水が鳥飼野々

２丁目かな、新八防自治会のところで溢水

をしたという大きな事故が起こってるわ

けです。それで、先ほど言われた府の幹線

の老朽管の問題ありましたけども、そうい

う事故を踏まえて、やっぱり安威川以南の

浸水を防ぐためにはどうすればいいかと

いうことを考えたときに、雨水幹線の整備

がやっぱり急いでいかないかんと思うん

です。その姿が我々にはまだ見えてきてお

りません。だから、そういう点でやはり大

阪府に対して、あるいは新幹線の下をくぐ

る分についても、新幹線の協力も必要でし

ょうし、その辺の理解を求めることと、や

っぱり地域住民の雨水幹線の整備に対す

る協力態勢、公共性ということを十分認識

していただいて、やっぱり協力してもらう

という努力を我々の目に見えるような姿

で示してもらわないと、今のところ安威川

以南の市民の安全安心を我々が声を大に
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して言えるということにはなってません

ので、その辺の取り組みの視点について、

一遍聞かせてください。 

○野原修委員長 樫本課長。 

○樫本下水道事業課長 東別府雨水幹線

につきましてなんですけども、大阪広域水

道企業団のほうで、来年度、管渠の補修工

事を行います。東別府の水路のほうで掘削

工事などが始まりますので、それが東別府

雨水幹線の施工の準備という形で、少しず

つ目に見えてくるものがあるのかなとは

思っております。 

 それから、安威川以南のほうでなんです

けども、水路のほうに水が流れてる分につ

きましては、随時雨水幹線のほうに切り替

える工事をやっております。できるだけ取

り組める分につきましては取り組んでい

るところではございます。なかなか見えに

くいところではあるんですけれども、十

分、雨水の排除について危機感を持ってお

りますので、その危機感を持ちながら今仕

事を進めているということをお伝えした

いと思います。 

○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 いろいろ説明していた

だいておるんですけども、とりわけ、やっ

ぱり我々のところにも、地元の皆さんから

大雨が降ると、電話かかってきて我々も現

場へ行くんですけども、やっぱり地元の市

民の雨に対する不安というのは物すごい

切実なんですよ。現実に一つの自治会の中

に１１１戸かな、２戸か、その辺の床上浸

水の被害が出てるわけですね。私はその現

場にも当時行って、現場の実状を一番よく

知ってるんですけれども、やっぱりそうい

う市民の人にとっては、そのことがトラウ

マになって、非常に雨に対する不安という

のは大きいわけです。だから、そういう点

では、今説明いただいてぼちぼちと府の幹

線の問題についても答弁がちょっと一歩

前へ進んだようには思いますけれども、こ

れはやっぱり急いでもらわないと、これか

らの異常降雨というのは、年々どういう状

況になるかわかりません。そういう点では

市民の安全安心を守るために、やっぱり担

当していろいろ難しい面もたくさんあろ

うかと思いますけれども、そういうやっぱ

り安全安心ということで雨に対する不安

を取り除くようにしっかりと努力をして

もらいたいと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 済みません。１点だけ質

問させていただきたいと思います。 

 先ほど来の答弁、議論の中で、いよいよ

来年度から上下水道部ということでスタ

ートされるということになりますし、ま

た、公営企業会計をこれから導入されると

いうことで、先ほどまだ大体２割ぐらいし

かできてませんということでしたので、こ

れから、まだ急ピッチで作業しないといけ

ないという大変な中だと思うんですけど

も、この水道のほうが企業会計になってい

ますので、同じようなスタイルになるんだ

ろうと思うんですけど、この企業会計はち

ゃんと専門家が見たらわかりやすいとい

うことだと思うんですけど、なかなか我々

が見ても、見切るところまで行かないとい

うところは、私たちもしっかり今後勉強し

て、そして、公営企業会計を見て、そうい

うものがわかるように力をつけていかな

あかんというふうには思うわけです。 

 そして、先ほど来いろいろ問題になって

いますが、まず一つは公債費、平成２８年

度は元金合わせて４８億８，０００万円と

いうことですね。前年度より２億６，００
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０万円増えています。以前に見通しを出し

ていただいたことがありますけども、最近

ずっと平準化債を発行して、そして、これ

１０年したら借り換えなあかんわけです

な。もう借り換えが始まってきてるという

ことで、口数ばっかりどんどんどんどん増

えていくので、償還額が減らないという状

態がずっと続きます。全体額は確かに若干

ですけど、減っていくということになって

ますけども、それこそ自転車操業みたい

に、どんどんどんどん口数を増やしていっ

てる状態ですから、そういう意味では一般

会計は随分起債が少なくなって、本当にも

う一定の一息ついたなという感じがする

んですけど、この下水のほうは、なかなか

そうではなくて、これまだまだどうなって

いくのかという不安が非常に強いという

ことです。その上にまだ課題がたくさんあ

りますね。先ほど来、言われてます、この

雨水対策、これは早急にやっていただかな

いといけないという喫緊の課題で、しかも

多額の費用が必要になります。安威川以南

が終われば、やっぱり以北の残された問

題、正雀４丁目とか鶴野地域は７０ミリぐ

らいの雨やったらもう浸水してしまうと

いう、そういう状態もまだ残っていますか

ら、まだまだこの課題は多額の費用を投じ

ないといけないということになります。そ

れにプラスして老朽管対策もありますね。

こういうふうにたくさん課題があるんで

すが、一体どれだけあって、長期的に見た

らどうなんだということがわからないん

です。水道のほうは中期整備計画をつくっ

て、これだけお金が要ります。これも大変

な金額で、大変やなと思うんですけども、

下水の場合はつくると怖いということが

あるかもわかりませんし、また先ほど言っ

た公営企業会計のほうの準備が大変で、な

かなかつくれないということになるかも

わかりますけども、この中期の見通し、中

期計画ですね、ぜひつくってくださいとい

うことで、もう大分前から言っているんで

すけど、なかなかそれが形として出てこな

いというのは非常に残念なんですけど、そ

ういう意味で中期財政計画の必要性、見通

しについてご答弁いただきたいと思いま

す。 

○野原修委員長 野村参事。 

○野村土木下水道部参事 それでは、下水

道業務課にかかわりますご質問にお答え

させていただきます。 

 下水道会計、平成２９年度から地方公営

企業会計に持っていくという中で、今、委

員からご質問いただきましたご心配な点

がございます。中期的な見通しも含めまし

てどうなっていくかというところでござ

いますが、先ほど委員からもご質問ござい

ましたとおり、公債費の償還につきまして

は、ここ数年かなりの高額でずっと推移し

ているという中ではございますが、逆に起

債の借り入れにつきましては、今、基本の

スタンスといたしまして、公債費の返還額

以内でやっていくという中では、ここ数年

確実には公債費については減ってきてい

るというのが見込めております。ただ、毎

年四十数億円という中で、目に見えて減る

のはいつぐらいかということになります

と、今見込んでおりますのは、平成３３年

ごろに４０億円を切るぐらいになってく

るであろうというような中身でございま

す。その中で、中期的な見込みであるとか

いう意味を含めましては、その公債費の返

還の計画も含めまして、今後の老朽管も増

えてくる中での維持管理費等もしっかり

出していった中で、そこには当然使用料の

検討も必要になってくるかと思いますが、
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歳入歳出バランスとれた計画というのが

必要になってくると。この分につきまして

は、今、公営企業法の全部適用に向けて準

備を行っているわけでございますが、平成

２９年度の地方公営企業化に向けてやる

中で、委員からもありました中期的な目標

という中では、ちょっと言葉としては重た

いかもしれませんが、経営戦略的なものも

やっぱり必要になってきて、その中で安定

した下水道の運営ができるようにという

ことでは、平成２９年度中には経営戦略と

いうのを立てて、また公表していきたいな

と思っております。 

 以上です。 

○野原修委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 随分前から何度も申し

ておりますので、必ずつくっていただきた

いということと、それから、できるだけ早

くまだ作業が重複するから大変かもわか

りませんけども、全体が見通せるようなも

のをぜひともつくっていただきたいとい

うことを強く要望しておきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○野原修委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時１分 休憩） 

（午前１１時４分 再開） 

○野原修委員長 再開します。 

 議案第２号及び議案第１０号の審査を

行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 渡辺水道部長。 

○渡辺水道部長  おはようございます。 

 議案第２号、平成２８年度摂津市水道事

業会計予算につきまして、目を追って、主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。 

 予算書の２６ページ、平成２８年度摂津

市水道事業会計予算実施計画説明書をご

参照願います。 

 まず、収益的収入でございますが、款１

水道事業収益、項１営業収益、目１給水収

益は、前年度に比べ１，６１７万９，００

０円の減額でございます。これは主に節水

機器の普及に伴う水需要の減少によるも

のでございます。 

 目２受託工事収益は、前年度に比べ１，

３８４万３，０００円の増額でございま

す。これは公共下水道工事に伴う給配水管

移設工事の増加によるものでございます。 

 目３受託事業収益は、前年度に比べ１０

９万５，０００円の増額でございます。こ

れは、下水道使用料徴収受託料の増加によ

るものでございます。 

 目４他会計負担金は、前年度に比べ５万

２，０００円の増額でございます。 

 目５その他営業収益は、前年度に比べ１

０万８，０００円の減額でございます。こ

れは主に設計審査手数料の減少によるも

のでございます。 

 項２営業外収益、目１受取利息及び配当

金は、前年度に比べ３６万円の減額でござ

います。 

 目２土地物件収益は、前年度と同額とな

っております。 

 目３納付金は、前年度に比べ１，６２０

万円の増額でございます。これは、マンシ

ョン等の新築件数の増加によるものでご

ざいます。 

 ２８ページ、目４他会計負担金は、前年

度に比べ３１万４，０００円の減額でござ

います。これは主に一般会計が負担する児

童手当の減少によるものでございます。 

 目５長期前受金戻入は、前年度に比べ３
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１万２，０００円の増額でございます。こ

れは、補助金等の長期前受金について減価

償却費見合いを収益化しているものでご

ざいます。 

 目６雑収益は、前年度に比べ２，０００

円の減額でございます。 

 次に、収益的支出でございますが、款１

水道事業費用、項１営業費用、目１原水・

浄水及び送水費は、前年度に比べ８６９万

７，０００円の減額でございます。これは、

井戸洗浄作業委託料や工事請負費が増加

する一方で、自家発電設備点検整備委託料

や太中浄水場及び各送水所の動力費が減

少すること等によるものでございます。 

 ３２ページ、目２配水・給水費は、前年

度に比べ９４６万４，０００円の減額でご

ざいます。これは主に検定満期量水器取替

業務委託料や給配水管等に係る修繕費の

減少によるものでございます。 

 ３６ページ、目３受託工事費は、前年度

に比べ１，４７４万９，０００円の増額で

ございます。これは主に公共下水道工事に

伴う、給配水管移設工事の増加によるもの

でございます。 

 目４業務費は、前年度に比べ３８３万

４，０００円の減額でございます。これは

主に人件費の減少によるものでございま

す。 

 ４０ページ、目５総係費は、前年度に比

べ２０１万円の減額でございます。これは

人件費が増加する一方で、委託料や貸倒引

当金繰入額が減少すること等によるもの

でございます。 

 ４４ページ、目６減価償却費は、前年度

に比べ６３１万７，０００円の減額でござ

います。 

 目７資産減耗費は、前年度に比べ１，０

１８万８，０００円の増額でございます。

これは固定資産除却の増加によるもので

ございます。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、前年度に比べ４１０万２，

０００円の減額でございます。これは企業

債の利子償還金の減少によるものでござ

います。 

 目２消費税は、前年度に比べ５６０万

１，０００円の減額でございます。 

 目３雑支出は、前年度に比べ４万５，０

００円の増額でございます。 

 項３、目１予備費は、前年度と同額でご

ざいます。 

 ４６ページ、資本的収入、款１資本的収

入、項１、目１企業債は、３，４３７万円

の増額でございます。これは施設改修事業

及び配水管整備事業の起債借入額の増加

によるものでございます。 

 項２、目１工事負担金は、前年度と同額

でございます。 

 項３、目１交付金は、前年度に比べ８７

８万円の増額でございます。これは、交付

対象事業費の増加によるものでございま

す。 

 次に、資本的支出で、款１資本的支出、

項１建設改良費、目１施設改修費は、前年

度に比べ１億３，０８６万３，０００円の

増額でございます。これは新たに太中浄水

場電気計装設備更新工事を行うほか、２年

目となる鳥飼４号配水池耐震工事の施工

に伴い増加するものでございます。 

 目２固定資産取得費は、前年度に比べ２

８５万８，０００円の増額でございます。

これは主に、作業用工具やＯＡシステム機

器購入費の増加によるものでございます。 

 目３配水管整備事業費は、前年度に比べ

３，０４４万７，０００円の減額でござい

ます。これは主に工事請負費の減少による



- 17 - 

 

ものでございます。 

 ４８ページ、項２、目１企業債償還金は、

１９１万９，０００円の減額でございま

す。 

 項３、目１交付金返還金は、前年度に比

べ９６万４，０００円の増額でございま

す。これは、交付金により賄った課税仕入

れに係る消費税相当額を返還するもので

ございます。 

 項４、目１投資は、前年度に比べ１８億

円の増額でございます。これは、１年を超

える資金の運用を予定しているものでご

ざいます。 

 項５、目１予備費は、前年度と同額でご

ざいます。 

 以上、平成２８年度摂津市水道事業会計

予算の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１０号、平成２７年

度摂津市水道事業会計補正予算（第２号）

につきまして、目を追って、主なものにつ

いて補足説明をさせていただきます。 

 補正予算書の１４ページ、補正予算実施

計画説明書をご参照願います。 

 まず、収益的収入でございますが、款１

水道事業収益、項１営業収益、目１給水収

益は、１１万５，０００円の減額で、これ

は東日本大震災による被災者に対する水

道料金の免除に関する規程に基づき、水道

料金を免除するものでございます。 

 目２受託工事収益は、５３３万５，００

０円の減額で、これは公共下水道工事に伴

う給配水管移設工事の減少によるもので

ございます。 

 項２営業外収益、目４他会計負担金は、

１２万２，０００円の減額でございます。

これは一般会計負担金で東日本大震災に

よる被災者に対する水道料金の免除相当

額の負担金が増加する一方で、仮称千里丘

公園耐震貯水槽緊急遮断弁点検に係る負

担金等が減少するものでございます。 

 目５長期前受金戻入は、２万８，０００

円の減額で、これは長期前受金に整理され

る受贈財産評価額や工事負担金の減少に

よるものでございます。 

 次に、収益的支出でございますが、款１

水道事業費用、項１営業費用、目１原水・

浄水及び送水費は、２，２４５万１，００

０円の減額で、これは太中浄水場及び各送

水所の動力費や電気保安点検業務委託料

の減少等によるものでございます。 

 １５ページ、目２配水・給水費は、４３

８万４，０００円の減額で、これは検定満

期量水器取替業務委託料や量水器修理費

の減少等によるものでございます。 

 目３受託工事費は、５４８万３，０００

円の減額で、これは公共下水道工事に伴う

給配水管移設工事の減少等によるもので

ございます。 

 目４業務費は、６８万３，０００円の増

額で、これは人事院勧告に伴う手当の増加

やコンビニ収納業務委託料の増加等によ

るものでございます。 

 １６ページ、目５総係費は、６８５万円

の減額で、これは水道事業経営分析等業務

委託料や貸倒引当金繰入額の減少等によ

るものでございます。 

 目６減価償却費は、１６５万１，０００

円の減額で、これは有形固定資産減価償却

費の減少によるものでございます。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、５０万７，０００円の減額

で、これは企業債利息の減少によるもので

ございます。 

 目２消費税は、３７３万６，０００円の

増額で、これは工事費等の減少に伴い、課

税仕入れに係る仮払消費税が減少するた
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め、消費税及び地方消費税が増加するもの

でございます。 

 次に、資本的収入でございますが、款１

資本的収入、項３補助金、目１国庫補助金

は、１，７５６万円の減額で、これは水道

事業に対する国の財政支援が国庫補助金

から交付金に変更されたものでございま

す。 

 項４、目１交付金は、１，３０１万２，

０００円の増額でございます。なお、当初

補助金額に比べ４５４万８，０００円の減

額となっておりますが、これは交付決定額

の減少によるものでございます。 

 １７ページ、資本的支出でございます

が、款１資本的支出、項１建設改良費、目

１施設改修費は、２８万１，０００円の減

額で、これは重点監理業務等委託料の減少

によるものでございます。 

 目２固定資産取得費は、８９万６，００

０円の減額で、これは量水器購入費の減少

などによるものでございます。 

 目３配水管整備事業費は、１，２８３万

８，０００円の減額で、これは工事請負費

の減少等によるものでございます。 

 項３補助金返還金、目１国庫補助金返還

金は、２８万円の増額で、これは前年度補

助金に係る返還金で、補助金で賄った課税

仕入れに係る消費税等相当額を返還する

ものでございます。 

 以上、平成２７年度摂津市水道事業会計

補正予算（第２号）の補足説明とさせてい

ただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○野原修委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 中川委員。 

○中川嘉彦委員 それでは、質問を何点か

させていただきたいと思います。 

 今後の水需要についてお伺いしたいと

思います。平成２６年度、３万８，０００

戸、平成２７年度、３万８，８００戸、平

成２８年度、３万９，４００戸、こういう

状況で少しずつ供給している戸数が増え

ているんですけれども、それと反比例し

て、年間送水給水量が、平成２６年度１，

０４６万８，０００立方メートル、１日平

均２万８，６７９立方メートル、平成２７

年度１，０４４万３，０００立方メートル、

１日平均２万８，５３３立方メートル、平

成２８年度１，０１４万１，０００立方メ

ートル、１日平均２万７，７８４立方メー

トル、要するに、節水機器の進歩の普及も

関係あると思いますけれども、収益等を見

ても、前年度、今の話で１，６００万円ぐ

らい減少していくと。そういうふうな状況

が今後も続くのかどうか。どういうふうに

見通しているのか。また、単純に単年度で

見ると、水道事業収益から水道事業費用を

差し引いた金額が、平成２６年度は、２億

２，３１６万８，０００円、平成２７年度

が１億４，３７８万７，０００円、平成２

８年度１億７，３３６万９，０００円と、

ばらつきがありますけれども、辛うじて黒

字だというふうに感じております。 

 こういうことを踏まえて、今後の給水水

需要の事業運営の見通しと、こういうふう

に節水が続いて、水を買ってもらえなくな

るというふうになったときの事業に対す

る影響をお教えいただきたいと思います。 

 また、今後、吹田操車場跡地のマンショ

ン、千里丘新町が８２４戸２，０００人ぐ

らいの方が住むような大きい新しいまち

になると思いますけれども、その新しいま

ちができることによって、新たな設備投資

だとか、既存の設備で賄えるのか、単純な

話ですけども、お教えいただきたいと思い
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ます。 

 あと、工事請負費ですけれども、平成２

６年度２億１，１５３万円、平成２７年度

４億５，１４０万円、平成２８年度４億２，

２５５万３，０００円となっていますけれ

ども、今後、財政が厳しくなっていく中で、

当然、管路の入れ替えだとか、老朽化対策

というのが、必ず出てくると思いますけれ

ども、老朽化対策の管の入れ替え、そうい

うふうな今後のスケジュールとか、考え、

また管も優先順位をつけて入れ替えてい

かないといけないと思うんですけれども、

その優先順位のつけ方をお教えいただき

たいと思います。 

 次に、企業債なんですけれども、これも

平成２６年度３，０００万円に対して償還

が２億５，９８２万２，０００円、平成２

７年度１億８，６６３万円に対して償還が

２億３，７７９万５，０００円、平成２８

年度が２億２，１００万円に対して償還が

２億３，５８７万６，０００円となってい

ます。まず、教えていただきたいんですけ

ど、償還金の返済額は、幾らこの企業債を

返そうかというのは、どのように決められ

ているのか教えていただきたいのと、今後

も借りるのと返すのとのバランス、当然そ

れが崩れない限り、少しずつ元本、固定負

債の金額が膨大な２６億３，７１７万４，

３７８円、これを少しずつその部分で返し

ていくような形になると思いますけれど

も、どのように進めていくのか、お教えい

ただきたいと思います。 

 次に、太中浄水場の自前の水の件ですけ

れども、今年度、電気計装の設備の更新だ

とかに債務負担行為で１１億円ぐらいの

お金をつぎ込んでやるということは、摂津

市として太中浄水場は自前の水を持つん

だという意義、重要なことだというふうに

認識しております。もちろん、私も最初は

企業団と一本化して、安全な水の安定供給

ができるんだったらどうなのかなという

ふうに考えていたんですけど、自前の水を

持つことは、有事の際の市民の生命、安心

安全を守るためには、やっぱり自前で持つ

のも必要なのかなというふうにも今考え

ております。その中で、太中浄水場の役割、

今後どうしていくのか。今、ＪＲと係争中

なので、あまり井戸のことをどうこうとい

うのは差し控えておきますけれども、この

太中浄水場の役割、位置づけ、そして企業

団とどういうふうにうまいことつき合っ

ていくのかをお教えいただきたいのと、太

中浄水場は当然、施設の延命とか、いろい

ろそういうのもあると思いますけど、それ

とコストとのバランスなんかもお教えい

ただければと思います。 

 あと、広域水道企業団は、最近３つの市

町村が加わったと思いますけれども、企業

団の進んでいく方向、また、ほかの市町村

が今度また加わってくるとか、そういう動

きとかあれば、お教えいただきたいと思い

ます。 

 そして、次に、技術の継承ですけれども、

有事の際は、水は本当に市民の生命線にな

ってきます。今後ともしっかりとした対応

がとれる職員体制なのか、技術継承を水道

部としてどういうふうに捉えられている

のか、お教えいただきたいと思います。 

 あと、電気の使用料なんですけれども、

私、この予算書の中から電気が一体幾ら使

われているのか読み取れなかったんです

けれども、平成２５年度の水道事業年報を

見ますと、千里丘送水所だとか、太中浄水

場で、１，１６２万円とか、太中浄水場で

５，７００万円というような料金になって

ると思いますけれども、今までいろいろな
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形で電気の削減、節電というんですか、コ

スト管理とかもされてたと思いますけど、

今までどういうふうな節電、何かそういう

ふうな対策をされてきたのかどうなのか、

お教えいただければと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長 答弁求めます。 

 石川次長。 

○石川水道部次長 私のほうから、総務課

にかかわる質問についてお答えをさせて

いただきます。 

 まず、１点目で今後の水需要というご質

問でございますけども、節水器具等の普及

によりまして、水需要は減少が続いており

まして、どこで収束するのか、それさえ今

見通せないような状況でございます。そう

いった中で、今後の経営ということでござ

いますけども、給水収益が減れば、これは

水道事業の基幹収益でございますので、当

然大きな影響があると。これまでは起債を

できるだけ発行せずに、利息負担を軽減す

るために企業債に頼らずに、自己資金でい

ろいろな工事もやってきたということも

ありますけども、そのためには、こういっ

た給水収益を確実に確保していく必要が

あるわけでございますけども、今言ったよ

うな事情で、今後大きくこれが増えるとい

うような見通しは立てにくい、逆に減って

いくと我々は考えております。そういった

中で、先ほど言われたように、老朽化対策

として更新事業等にも対応していかなけ

ればならないということがございますの

で、今後は、整備財源については、起債を

主体に考えていきたいと考えております。 

 給水収益は減りますけども、何とかこの

黒字を確保していけるように努力をして

いきたいと考えております。 

 それから、４点目、企業債の返還につい

てのご質問ですが、企業債については、財

務省それから、地方公共団体金融機構から

借り入れをしておりまして、以前は３０年

でしたけども、その期間が１０年延長され

て４０年で償還をすればいいという形に

なっております。これは、新発債の部分で

すけども、そういった中で、借りた時点で

自動的に今後の返済額というのは決まっ

ていくと。固定金利ですので、もう４０年

先まで毎年どのぐらい返還していくのか

という金額は示されています。 

 今後は、先ほど申し上げたように、借入

金である起債をもとに整備をやっていき

たいというふうに考えております。 

 それから、６点目、太中浄水場の関係で、

平成２８年度から電気計装設備の更新も

やっていきますけども、これは太中浄水場

だけではなくて、鳥飼、それから中央、各

送水所の関係でも、この計装設備を更新し

ていかなければならないということで、浄

水に限らず、そういった送水所に係る電気

計装設備の更新ということでございます

け。 

 その太中浄水場を今後どうしていくの

かという点でございますけども、確かに危

機管理という点で言えば、企業団の受水だ

けでなくて、自己水というのを確保してい

れば、そういう点では一つ安心ではござい

ます。ただ、それにかかるコストというの

も当然考えていく必要があるのかなと思

ってまして、今の段階ではっきり今後どう

するというような方針として定まってお

りませんけども、少なくとも電気計装設備

は更新しなければ、送水や浄水ができない

ことになってますので、これはやる必要が

あると。太中については、今現在、井戸か

ら取水はしてますけども、毎年、井戸の目

詰まりというのが進んでいる、取水量が落



- 21 - 

 

ちているというようなこともございまし

て、危機管理という点では、できるだけ自

己水を確保する必要があるんですけれど

も、現状、やや取水量が落ちてきてるとい

う中で、できるだけ延命化を図りたいとい

うようなことから、これまで自己水大体３

割ぐらい確保してましたけども、今後は３

割を下回るような水準で延命化を図って

いきたいなと考えております。 

 それから、企業団との統合という問題で

ございますけども、以前にも説明させてい

ただきましたように、本市の方向性とし

て、企業団と統合するのかどうか、これは

まだ結論は出ておりません。というのは、

統合のメリットであったり、デメリット、

ここら辺がまだ判然としないという中で、

その判断が下せないと。一つ考えてますの

は、平成２９年度には四條畷市、千早赤阪

村、太子町、この３団体が統合します。そ

の統合状況を見て、我々が一番危惧してお

りますサービスの低下、修繕業務等にどの

ような影響があるのか、このあたりを見き

わめた上で、判断していきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 末永課長。 

○末永水道施設課長 中川委員の水道施

設課にかかわりますご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 ２番目にご質問いただきました吹田操

車場跡地の設備投資、今までの経緯と今後

の事なんですが、吹田操車場跡地の区画整

理開発区域内につきましては、二、三年の

間に大型マンションが出来ますけども管

の配水量に合わせまして、ＵＲ都市機構の

ほうでそれに対応する管の整備というか、

管の設備投資をしていただいております。 

 それから、その中に千里丘送水所からの

送水量を計算しまして、そこに持ってくる

管の設備投資、平成２８年度も１箇所、区

域外の道路に管路を埋設する計画をして

おるんですけども、配水能力、区域内の配

水能力は十分保てると思うんですけども、

区域外の水を供給できる管路を入れて行

きたいと思っております。 

 それと、２番目にご質問いただきました

管路の入れ替えの優先順位という形なん

ですけれども、平成２６年５月に水道ビジ

ョンでお示しさせていただきましたとお

り、管路の入れ替えにつきましては、東日

本大震災の状況を踏まえまして、基幹管

路、特段、企業団からの受水の３送水所と

太中浄水場の４施設を結ぶ基幹管路を中

心に管路の更新を進めていきたいと。それ

が優先順位として一番という形になって

おります。それをすることによりまして、

基幹管路、根元の管を耐震化することによ

って、災害時につきましても対応できるの

かと考えております。 

 それと、６番目にご質問いただきました

技術の継承、今後どのようになっていくの

かという形なんですけども、技術の継承に

つきましては、この平成２７年４月に元の

浄水課と工務課統合という形で、技術の継

承、今まで設備関係と、土木関係、別々の

部署であったものを一つの課にしまして、

今、２４名体制で実施してるところです

が、今後とも年齢層も幾らかの開きがある

んですけれども、課内移動とか、そういう

形で技術の継承、将来的に水道事業終わる

ことがないと思うんですけども、技術の継

承を続けていきたいと思っております。 

 それと、７番目にご質問いただきました

電気の使用料につきまして、電気コストの

管理についてというご質問だったと思う

んですけども、電気コストにつきまして
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は、特段、大阪府下でも電気だけで圧送し

てる市というのは数は少ないと思います。

ただ、山手がないというか、自然流化でき

ないという形で電気コストはかなりウエ

ートを占めてると思うんですけども、電気

コストにつきましては、今は施設改修事業

でポンプとか、いろいろ電気設備を更新し

てる中で、低コスト、低効率のポンプとか、

そういう形でできるだけ電気使用量、電気

料金を下げる機器を導入しまして、電気コ

ストの管理をしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 それでは、何点か質問を

させていただきたいと思います。 

 給水の部分ですけど、水需要が減ってい

くというふうな見通しで、なかなかこの傾

向は変わらないというような認識だった

と思いますけれども、逆にもう絶対、水道

は今は節水機器の進歩とかそういう普及

でならない、逆に水をもっと買ってもらう

というんですか、別のところで市民対象じ

ゃなく、何かそういうふうな新たな発想と

いうのは、例えば前も何回か言いましたけ

れども、大阪市みたいにペットボトルで水

を売る、それいいとは思いませんけど、そ

ういうふうな何か違った、このままでした

ら本当に言葉悪いですけど、だんだんだん

だん下がっていく、基幹のお金ですから、

その基幹の部分を何とかプラスに売れる

ような、増えるようなことを考えないと、

あと、どこを小手先でいじっても、何か一

緒のような気がするんで、何かもうちょっ

とそういうふうな斬新なアイデアとかと

いうのは、当然、今までいろんな方が考え

られてるとは思いますけれども、ないのか

なということ。何か検討したこととかあれ

ば、お教えいただければと思います。 

 あと、操車場跡地までの給水については

わかりました。しっかり対応していただけ

ればと思います。 

 あと、工事請負の件ですけども、優先順

位、基幹部分からということなので、震災

のとき、一番大事なのは水だと思いますの

で、そういうのをしっかりと優先順位をつ

けてやっていただきたいと思います。 

 あと、企業債の話ですけれども、私の認

識が足りなくて、償還がもう固定金利で決

まっているんで、その金額が決められてい

るということはわかったんですけれども、

要するにお金が入ってくるのが、これから

入ってこなくなると、結局はこの企業債に

頼らざるを得ないというようなお話だっ

たと思いますけども、それは先ほどの収益

のところもそうなんですけど、結局は借金

だけ、借りる部分だけが多く増大していく

と、抜本的な対策をしなきゃいけないとい

うことがわかると思います。私自身も何か

いいアイデアあれば言いたいんですけど

も、何か基本的なことなんですけれども、

どうしたらいいのかなと思います。ぜひ、

その部分に関してはしっかりと対応して

いただきたいと思います。 

 太中浄水場、自前の水と企業団の考え方

はわかるんですけども、受水費というのが

あると思うんですけど、先ほども言ったか

もわからないんですけど、平成２６年度、

約５億６，４００万円、平成２７年度で５

億７，１００万円、平成２８年度で５億７，

３００万円、この金額は安いか高いか、私

わかりません。最低限その水を買わなきゃ

いけないのか、そういうことも私わかりま

せんけども、結構金額が大きいような二十

幾らの収益の中で考えれば多いと思いま

すので、やっぱり企業団と本当にどういう
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ふうに対応していくのか、これが妥当なの

か、高いのであればコストを抑えてもらえ

ないのか、その辺をもう一度お話伺えれば

と思います。 

 広域水道企業団のこれからの状況とい

うのは方向性を見ていくということで、結

構です。 

 技術の継承の件は、職員がこれだけ減っ

ていってる中、何かとご苦労はあると思い

ますけれども、実際に有事が起こったとき

に、行ってもらうのは職員の皆さんが陣頭

指揮で行って、地域の方々を引っ張ってい

ってもらうというような形になってきま

すので、それは水道でも一緒だと思います

ので、ぜひしっかりと対応していただきた

いと思います。 

 あと、最後に電気使用料なんですけど

も、自分も前に、一般質問でさせていただ

きましたけど、今４月１日、もう来月から

新電力というやつがあると思います。耳が

痛いかもわからないですけど、新電力を取

り入れたりとかすることのコストを抑え

られるのか、新電はまだちょっと検討して

ないとか、その辺の私はイメージ的に新電

力入れたら単純に安くなるというふうに

しか考えてないんで、その辺の認識をお教

えいただければと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長 石川次長。 

○石川水道部次長 まず、１点目の水需要

を今後増やすためにアイデアはないのか

というご質問でございます。 

 私ども、ペットボトルにして単独で売る

というような考えを今のところ持ち合わ

せてはいませんけども、今、小学校等に水

飲み場を設けていこうと。水道の水という

のは、そのまま飲んでも十分安全な水なん

ですよ、おいしい水なんですよということ

を小さいころから知っていただこうとい

うことで、こういったものを今後考えてい

きたいとは思ってます。もちろん、給水収

益に与える影響というのは、本当に微々た

るものにはなるんですけども、まずはそう

いった水道水は安全なんだというふうに、

飲めるものなんだという認識を持ってい

ただく、それも小さいころから持っていた

だくことが、長い目で見れば重要なことな

のかなと思ってまして、そういった取り組

みを今考えているところでございます。 

 それから、受水費がもっと安くならない

のかというようなことで、企業団への働き

かけはどうなのかというご質問ですけど

も、現状、受水単価としては、１立方メー

トル大体７５円ということで受水をして

おります。一方、太中浄水場でつくってお

る水は、これよりも単価的には安くなって

いるという状況でございます。ただ、今後、

太中の更新工事等やっていけば、当然減価

償却費とかが増えてきますので、これも長

い目で見れば、上がったり下がったりして

いくのかなと思ってますけども、そういう

中で企業団の水が少しでも安くなるよう

にということで、ふだんから企業団の方に

はそういったお願いはしておるわけでご

ざいますけども、今の時点で、例えば何年

度には幾ら下げますというような見通し

があるという状況ではございません。引き

続き、企業団等にさらなる経費節減、コス

ト削減を求め、単価がさらに安価になるよ

うにお願いをしていきたいと思っており

ます。 

 それから、最後の電気使用、新電力の関

係でございますけれども、これも内部では

いろいろ新電力を使った場合どうなるの

かというような話はするんですけども、実

際にそういった新電力を購入されてるよ
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うな事業体もあるとは聞いておりますけ

ども、この新電力が本当に長期的に見てど

うなのかという判断がしづらい。この前も

新聞等で新電力の会社名は忘れましたけ

ども、そういう電力の供給をやめたという

ような事例も載っておりまして、仮にそう

いったケースになりますと、改めて関電さ

んのほうにお願いすれば、以前よりも単価

は高くなりますよというようなことも聞

いておりますので、長期的に本当に今のよ

うに安い単価でずっとやっていけるのか

ということがわからないという状況で、今

後もその動向には注視はしていきますけ

ども、今の段階でいついつから新電力とい

うような具体的な案というのは、今は持ち

合わせてはおりません。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 最後に水の需要の話な

んですけれども、先ほど水飲み場で子ども

たちに小さいころから安全な水というこ

とで植えつける。皆さんのお仕事というの

は、本当に市民の方を守ってる一番大事な

お仕事をしているんで、自負を持って、自

信を持って、前に水道でお話したのは、安

全という意味で行けば、検査項目も確か自

分の記憶では５１項目ぐらいなんかされ

てるというぐらい、それだけ自負を持っ

て、何かいいアイデアなんかを生んでいた

だければなと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長  暫時休憩します。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午後 ０時５８分 再開） 

○野原修委員長 再開します。 

 弘委員。 

○弘豊委員 そうしましたら、午前に引き

続き、今度、私のほうから１点だけ質問さ

せていただきたいと思います。 

 新年度の水道事業の中で、市制施行５０

周年にかかわってなんですけれども、昨年

の末に、政策推進課のほうでつくられてた

５０周年記念の事業計画があるんですけ

れども、水道部のほうでも、その項目の中

に一つ水道事業６０周年とあわせた災害

備蓄水の記念ロゴを付加するようなこと

で、これは、案として計画段階というよう

なことで、これがつくられてたかと思うん

ですけれども、予算書を見ている中で、項

目の中では、実際やることになったのか、

やらないのか、そういうのもわからないの

で、その点についてお聞かせいただけたら

と思います。 

○野原修委員長 石川次長。 

○石川水道部次長 水道６０周年という

ことで、市制５０周年とあわせて２８年度

に実際に行いますのは備蓄水です。 

 備蓄水の容器に水道事業創設６０周年、

さらに市制５０周年を記念するという形

でロゴの入った備蓄水のボトルを既に作

成しております。これは、２７年度に作成

しております。２８年度に必要に応じて市

民さんに配布できるような状況でござい

まして、そういったことで２８年度の予算

化しておりませんけども、２７年度予算の

中でそういったものをつくったというこ

とでございます。 

 以上です。 

○野原修委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今のお答えを聞いて、一つに

は、災害用の備蓄水というふうなことで、

実際、私がこの間、目にしているものでい

いましたら、去年の総合防災演習のときと

かに、参加者に５年の保存期限がもうじき

切れるからというようなことで無料で配

布されたものがあったと思うんですけど
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も、あれは何か大阪府のロゴが入ってたか

なというふうなことと、裏の製造元を見た

ら神戸市と書いてあって、何でだろうとい

うことで、ちょっと疑問に感じたりもして

いたんです。 

 今回つくられている備蓄水というのは、

ある意味、どこでつくられてて中身の水は

どういう水が入っているのかということ

が１点です。 

 それから、備蓄水ですから目的としては

基本的には備えて置いておくものだと思

うんです。実際口にするというか、利用す

るのは災害が起きたときとか、起きなけれ

ば３年後、４年後、５年後というふうなこ

とで、５０周年や６０周年のそういうロゴ

がそこで目についても、どうなのかなとい

うことが疑問に感じたんですが、そこらあ

たりのところ教えていただけたらと思い

ます。 

○野原修委員長 石川次長。 

○石川水道部次長 備蓄水のほうは企業

団に委託をして、企業団の水で、備蓄水を

作成しているということでございます。で

すから太中の水ということではございま

せん。 

 それと、備蓄水は６０周年事業というこ

とで作成はしておりますけども、これをど

ういう形で市民の方に配っていくのか、

今、考えてますのは、今年度もやりました

ように、防災の催しであったり、防災訓練

等がございましたら、そのタイミングで地

域の方に配布しようかなと考えておりま

す。 

 以上です。 

○野原修委員長 弘委員。 

○弘豊委員 私、再質問するときに、新年

度にこういうことをこれからやられてい

くんだろうなと思っていたので、そういっ

た点ではいろいろと思いなんかもあった

んですけれども、実際のところは、もう２

７年度の予算で執行されているというこ

とだったら、今から言ってもどうかなとい

うふうにも感じますけれども、一つ思いと

してはですね、去年、建設常任委員会の視

察で盛岡市に行かせてもらって、そこで水

道の広報戦略というからみから、向こうは

８０周年の行事を２０１４年にやられた

ということで、そんな話をいろいろと聞か

せてもらった関係でですね、摂津市の水道

としても、ある意味、市民に対するＰＲ、

中川委員も先ほどおっしゃられたような、

摂津市の水道水飲んでもおいしいし、安全

でということでのＰＲに、なかなか日常的

にというふうな取り組みもちろん大事だ

けれども、節目節目でそういう何かしら市

民の皆さんに関心持ってもらえるような

そういう機会なのじゃないのかなという

ことで、それでいうと、なかなか備蓄水で

大阪府企業団さんが配られる水でという

こととかの絡みで言ったら、なかなかそう

は結びつかないなということがあったん

でね。 

 もし、ペットボトルを売るとか、そうい

うふうなことを今、やるのかどうかという

のもあるけれども、こういう備蓄水の点と

かで、やるのにそういう方法もあるのかな

というふうなことを若干思ってたので、そ

れがお伝えしたかったのと。 

 それと、盛岡市さんの８０周年の周年行

事をやられる中で、市民の皆さんへの広

報、ＰＲもちろん一つ大事な目的としてあ

ったというふうなことをだったけれども、

あそこは上下水道局が主催してそういう

行事をやられて、職員の中でこれやってよ

かったなというふうなことの中に、下水道

部が水道と一緒になって初めてそういう



- 26 - 

 

イベントごとで取り組みをやられるとい

うことだったのでね。それで言うと、これ

までは水道の仕事の中身とか全然知らな

い下水道の人たちが、水道の８０周年のイ

ベントということで、一緒にかかわってや

ってというようなことで、そこのところで

若い職員なんかも、いろいろと意識的に取

り組み、一体感もあってよかったんじゃな

いかというふうな、そんな話を担当の職員

さんがおっしゃってて、ああそうかという

ふうなことを思ったりしてたんですけれ

どもね。 

 うちの摂津市も今度、上下水道部という

ふうなことで、つくられる中で、職員の年

齢層とか見てもね、下水道部のほうが大分

平均年齢が下で、これから一緒に仕事をし

ていく、実際の日常的な仕事は、それぞれ

水道、下水担当で分かれてやるわけですけ

れども、何かしらそういうのがきっかけ、

ヒントみたいなことでないのかなという

ようなことをちょっと感じたので。 

 来年、この５０周年記念事業というふう

なことの中身では、さっきおっしゃられて

たことかと思うんですけれども、それ以

外、水道事業６０周年、そういった中では、

今のこの備蓄水以外のところで何かない

のかどうか、お考えというか、そういうこ

とをお願いしたい。 

○野原修委員長 渡辺部長。 

○渡辺水道部長 一応、総括という意味

で、お話をさせていただきます。 

 ご存じのとおり、全国的にやはり水道事

業、非常に厳しい状況に今置かれていま

す。そんな中で、先ほどずっと答弁もさせ

ていただいたんですが、２５年度に水道ビ

ジョンをつくり、今後の水道事業の目標、

どっちの方向を向いてやっていくかとい

う目標をつくらせていただきました。 

 ２６年度で、その目標に基づいて経営計

画、経営計画の中の予算で改築更新計画、

更新の優先順位をつけた中で更新計画を

つくらせていただきました。 

 やはり、摂津市の水道部の職員も、市民

サービスを低下させないために、本当に一

生懸命仕事してくれてます。今後のやはり

水道部の方向性、これをやはりきちっとつ

けることによって職員のまた意欲、やる気

もこれ出てくるものだと感じておりまし

たので、それをさせていただくことで逆に

言うと市民サービスの低下につながらな

いという方向で今、進ませていただいてお

ります。 

 そこまでやらせていただいて、今年度２

７年度は水道水のＰＲですね、これはやは

り取り組んでいかないかんということで、

今までとちょっと違うのは、環境フェアに

も参加させていただきました。その中で、

水道水がより安全で、より安いですよとと

いうＰＲをさせていただきました。 

 １トンの水が約２００円なんですね。コ

ンビニで５００ミリリットルのペットボ

トルのミネラルウオーターこれ１００円

です。ペットボトル換算しますとね、１０

０円で約１，０００本の水がとれると、そ

れだけ安いんですよ。そのあたりを府の備

蓄水のペットボトルと共にお話をさせて

いただいて、お渡しさせていただいたとい

うＰＲ活動をことしやらせていただきま

した。また来年も取り組んでいこうとして

ます。 

 来年、市制５０周年事業がありますの

で、その中でも通常の備蓄水にロゴを貼っ

ただけのそれを提供することと、１枚リー

フレットをつけることによって、水道って

こんだけ安く、こんだけ安全なんですよと

いうＰＲにつなげていきたいなと考えて
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おります。 

 ２８年度につきましては、今の広報紙に

定期的に上げていきたいというふうな思

いも持っております。 

 これからはやはりＰＲ、これにやはり少

し力を入れていかないと、それだけで収益

が上がるかというと、ちょっと疑問なとこ

ろあるんですけれども、やはり先ほどおっ

しゃっていただいたような盛岡でＰＲ作

戦をされているというのは、まさにそれが

原点にあると思っておりますので、そんな

ことでＰＲにも今後、力を入れてまいりた

いというふうに思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○野原修委員長 ほかに。 

 木村委員。 

○木村勝彦委員 水道事業が企業団方式

に変わってね、従来から捉えてきた府営水

の割り当て水量の問題でお聞きをしてお

きたいと思うんですが、事前に部長ともい

ろいろ話している中では、ある程度、参考

にさせてもらったんですけれども、今のと

ころ自己水の汲み上げの割合が１００％

ではなしに、８０％ぐらいの汲み上げてや

っていると。 

 自己水がやっぱり安いですから、今、話

あったようにペットボトルとの対比なん

かでもね、摂津の水道は安いとはおっしゃ

ってませんけども、安いというふうな評価

をされたんですけども。従来、市民の率直

な感覚からすれば、摂津市は税金が高い、

水道料金が高いということがある程度、さ

さやかれてきたんです。それは決して、実

態ではないんですけども、市民感覚とし

て、そういう感覚を持っておられることは

事実ですね。 

 そういう点では、できるだけやっぱり水

道料金を抑えていくためにも、自己水をや

っぱりね、１００％汲み上げるということ

にはならへんけども、少しでも８０から９

０に上げるとかいう形で自己水の割合を

多くしていって、水道料金を安くするとい

うのが一つの方法ではないかと思うんで

すけども、その辺の考え方についてお聞か

せください。 

○野原修委員長 末永課長。 

○末永水道施設課長 木村委員の水道施

設に関しての自己水について、ご質問にお

答えさせていただきます。 

 自己水のほうですが、木村委員がおっし

ゃっておられましたとおり、今現在８０％

で井戸のほうを上げさせていただいてお

ります。平成２６年度までは１００％で上

げていたんですが、井戸の状況がどうして

もスクリーンの目詰まりとか、そういう関

係でなかなか取水ができないというか、専

門家に見てもらいましたら、あんまり取り

過ぎると土砂が崩壊してしまうというふ

うな状況なので、自己水を抑制している状

態でございます。 

 ただ、井戸の状態、毎年、今年、２８年

度も保守事業というか、洗浄作業をさせて

いただく中で、井戸の取水量、出来るだけ

８０％と固定することなく、可能であれば

増量ということでも考えさせていただき

たいんですが、今のところは８０％です

が、水道料金に関係するとこなんですが、

平成２８年度、対前年度比で総配水量３０

万トンほど減少を見込んでおります。 

 その中で、責任水量につきましても、今

現在７１５万トンで企業団と契約させて

いただいているんですが、それにつきまし

ても減量という形で、今年の５月にまた契

約がされるんですが、責任水量についても

減量をして行きたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 その責任水量の問題ね、

若干、従来みたいに厳しく府の方から割り

当ててこられるということには今なって

ないようですね。その締めつけがある程度

緩んでいるというふうに私は感じている

んですけども、そういう点ではやっぱり弾

力的に自己水をたくさん汲み上げて料金

を安くするというのが一つの方法ではな

いかと思うんです。 

 一つ教えてもらいたいのはね、ケーシン

グがありますね、ケーシングが摂津市の場

合は限界にきているという話を私は聞い

たことがあるんですけども、その辺はケー

シングをすることの費用と料金との関係、

その辺のことを一遍教えてもらいたいと

思います。 

○野原修委員長 末永課長。 

○末永水道施設課長 木村委員の２回目

のご質問にお答えさせていただきます。 

 太中浄水場、６本の井戸で水を汲み上げ

ております。その中の１箇所のケーシング

につきましては、ドーナツ工法という形

で、更新をさせていただきまして、１本に

つきましては更生されているという状況

でございます。 

 後の５本の井戸につきましては、何回か

井戸の取水量を上げるためにケーシング

の改良工事をさせていただいたんですけ

ども、ケーシングの中に、中に中にケーシ

ングを入れていく状態の中で、次のケーシ

ングというのはなかなかと難しいという

状態の中で、昨年度まで井戸の洗浄、ケー

シングというか、ストレーナーの清掃を今

までは洗浄という形でやらせていただい

たんですが、２６年度からケーシングの清

掃方法を薬品投入とか、吸引という形で、

ケーシングの中とストレーナーの中のす

き間を取水量が増えるように、また、ケー

シングの母体がもつか、もたないかという

ところで言いますと、今何回かのケーシン

グで、何とか今のところはもっているかと

思うですけども、もし万が一の可能性がご

ざいましたら、ケーシングについても、ま

た新たな工法でケーシングを入れていき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 くしくも今、東日本大震

災から３．１１過ぎて、そういう命の源で

ある水の確保ということは、やっぱり災害

にとっても大変重要なテーマだと思うん

ですけれども、そういう点で、今おっしゃ

ったケーシングの問題、あるいは新たな井

戸の掘削の問題、いろいろありますけど

も、今、この時代に新たな井戸を掘るとい

うことについては、周辺の住民の住民感情

とか、地盤沈下の問題とか、いろんな問題

が出てるから非常に難しいと思いますん

でね、できるだけやっぱりケーシングで何

とかつないでいって、災害時のときにでも

安定した水が供給できるような体制を組

むことが今必要ではないかと思うんです

けれども、そういう災害時の対策について

どのように考えておられるのか一遍聞か

せてもらいたいと思います。 

○野原修委員長 末永課長。 

○末永水道施設課長 木村委員の３回目

のご質問にお答えさせていただきます。 

 災害時の対応でございますが、井戸の問

題、先ほどおっしゃられましたが、新たな

井戸というのはなかなか難しい状態の中

で、水道部としましても太中浄水場、災害

時には基幹施設というか、例えば大阪広域

水道企業団水が止まった場合の資源の貯

留場所という形に考えております。 
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 太中浄水場の水を災害時には、お配りす

るというような状態もあり得ると思いま

すので、井戸の問題、井戸が止まらないよ

うな形、自己水というのはやっぱり災害時

には重要な施設、それは摂津市に限らず、

全国どこの水道事業体でもそういうよう

に考えていると思うんですけども、太中の

水を災害時には活用できるような状態で

施設を管理していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 木村委員。 

○木村勝彦委員 東南海・南海地震がね、

３０年以内に来るという状況の中で、今す

ぐ起こり得る可能性もあるわけです。だか

ら、そういう災害時にやっぱり命の源であ

る水の確保いうのは、行政にとって大きな

責任だと思いますんで、そういう災害時に

も、例えば太中浄水場が壊滅的に被害を受

けるというようなことも私はあり得ると

思うんですけども、その辺のことも踏まえ

ながら、安定した水の供給ができるよう

に、しっかりとした体制の確保をお願いし

ておきたいと思います。 

 以上です。 

○野原修委員長 ほかに。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、何点か質問さ

せていただきたいと思います。 

 まず、２８年度の事業の確認ということ

になりますが、２６年に先ほど言われまし

た水道ビジョンを策定をされまして、その

中では２２年度に、このアセットマネジメ

ント導入基礎調査というのをされて、そし

て、一緒に施設整備更新計画というのを出

していただいてますが、それに基づくと２

８年度の更新の計画は電気計装設備更新

工事がことしと来年で２か年、それから、

鳥飼４号配水池耐震工事が２７年度と２

８年度の２か年と。 

 あと、管路の鳥飼南部が９６メートル、

同じ鳥飼南部で１４６メートル、鳥飼北部

で１６７メートル、鳥飼北部で１６５メー

トルということで、更新距離総距離が５７

４メートルと、こう計画にはなっています

けども、これは大体このとおりで２８年度

計画をされているのかということを、まず

最初にお答えいただきたいと思います。 

 それから、予算書の中に出てきますが、

２９ページのところに明和池公園耐震貯

水槽緊急遮断弁点検という、これは一般会

計から繰り出されるということになって

ますが、管理は水道のほうでされるという

ことですけども、聞き及びますと、間もな

くこの３月３０日に明和池公園が供用開

始になりますけど、あの下に水道管のごっ

ついのが埋まってて、その中には水が４０

トンか、６０トンかたまっている水道管が

埋まってて、それを常に水が流通している

状態であればそれを地震のとき、ばさっと

遮断をして、水タンクとして利用ができる

というふうに聞き及んでいます。 

 これはどういったもんなんか、一回、水

道部のほうから、どういうものなのかとい

うことと、すぐ供用ができないようなこと

も聞いてますが、含めて、管理上の面でも

いいですから、ご答弁お願いしたいと思い

ます。 

 それから、３つ目、５０周年の行事の目

録の中に、これはこども教育課の担当にな

っていますけど、園児が書いた巨大絵画を

公共施設に展示をするというのがあるん

ですけどね。私は、これは勝手に水道タン

クだというふうに理解をしているんです

けども、なぜかというとですね、結構殺風

景になってきているというか、千里丘の分

なんかも塗装がそろそろやり直しが必要
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なぐらいになってきているということも

ありますので、まず、そういうところ違う

かったら違うでいいですけど、ご答弁お願

いします。 

○野原修委員長 末永課長。 

○末永水道施設課長 藤浦委員の１回目

のご質問にお答えさせていただきます。 

 平成２８年度、施設更新計画、以前、お

示しさせていただいた内容、その通りかと

いうお問いだったと思いますけども、施設

改修事業というか、浄水場関係でございま

すが、太中計装設備に関しましては予定通

り、２８、２９年と２か年でやらせていた

だきたいと思っております。 

 それと、鳥飼４号の耐震補強工事につき

ましても、現在２カ年で債務負担行為をお

願いしているとこですが、２年目、２８年

度の耐震補強工事で完了する予定をして

おります。 

 それと、基幹管路整備のほうでございま

すが、アセットマネジメント、水道ビジョ

ンにお示しさせていただいたとおり、耐震

化につきまして２７年度から随時進めて

おるところでございます。基幹管路につき

ましては、鳥飼送水所から中央送水所に向

かった基幹管路を耐用年数ほぼ超過する

というような状態の中で、平成２８年度は

５カ所、６７８メートルというような計画

で進めさせていただいております。 

 それと、この３月の末にまちびらきであ

ります明和池公園につきましては、緊急貯

水槽という形で、４０トンの貯水槽を緊急

時に使うという中で、どうしても普通の貯

水槽と違いまして、水道水には残留塩素を

確保しなければならないという状態で、常

に水が流通してなければ緊急時に使えな

いという中で、水道管路上というか、管と

管の間に貯水槽を作ると、それで、例えば

地震動が発生した場合に遮断弁が閉まる

という形で、緊急時に使用できる状態、常

にフレッシュな水を貯水するというよう

な装置でございます。 

 ただ、委員おっしゃいますとおり、現在

使えない状態というのは吹田操車場跡地、

大型マンション、これから開発が進んでい

きます。それに見合った水道本管を埋設さ

せていただいております。その中で、今は

まだ工事中でございますので、水の動きが

どうしても止まってしまうというような

状態で塩素がやっぱり１週間、１０日が限

界という状態の中では、今現在は使用でき

ませんが、皆さんがお住まいになり、水の

流通が進むような状態になりましたら、遮

断弁が停止して緊急時には供給できると

いうような装置でございます。 

 以上でございます。 

○野原修委員長 石川次長。 

○石川水道部次長 ３点目で、５０周年事

業として、こども教育課がやっている絵の

展示場所ということで、水道タンクにとい

うことですけども、水道部としては、そう

いう予定はございません。 

 以上です。 

○野原修委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 最初の更新計画、管路の

距離はちょっと食い違いあるようですけ

ど、ほぼ、このとおりやるということでご

ざいますので、今後もしっかり計画どおり

進めていただきたいということで、もし変

更になるようであれば、都度ね、それを変

更したものをいただきたいということで、

お願いをしておきたいと思います。 

 それから午前中の議論の中で、これから

は下水道部と一緒になって、上下水道とい

うことですけども、下水のほうにも同じよ

うなこういう更新計画、中長期の計画をつ
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くってくださいということで、再三お願い

をしていますが、なかなか作業量的に難し

いというか、毎回言っていただくんですけ

どね、なかなかそれができてないというこ

とですから、これから同じ部になりますか

ら、しっかり刺激していただいて、よく情

報連携をしていただきたいということで、

お願いします。 

 それから、明和池の分はわかりました。

これは今後もしっかりね、管理していただ

くということですけども、その間、３年ぐ

らいは空っぽのままで置いとくというこ

とになるのかもわかりません、洗浄するか

らいいんですよということかもしれませ

んが、そういうことも含めてね、しっかり

と管理していただきたいと思います。 

 それから、最後のこの５０周年の絵とい

うことですが、貯水池がね、特に千里丘の

ほうにも貯水タンクがありますけども、せ

っかく大きな構造物ですけど、何かこう５

０周年もあるし、ペンキはどうせ塗ったり

せなあかんのやったら、何か絵をかくと

か、地域に親しみのあるようなものにする

というのを提案をしたいと思います。 

 岡山県ではね、前、言ったかもしれませ

ん、ガスタンクがね、桃なんです、桃の絵

がかいてある、桃太郎やから。鳥飼ナスで

もいいですけどね、ペンキ塗りかえるんや

ったら何かユニークことをぜひとも考え

ていただきたいということを要望してお

きたいと思います。 

○野原修委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 次に、議案第２９号所管分の審査を行い

ます。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野原修委員長 質疑なしと認め、質疑を

終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後１時３０分 休憩） 

（午後１時３２分 再開） 

○野原修委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野原修委員長 討論なしと認め、採決し

ます。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 賛成多数。 

よって本件は可決すべきものと決定い

たしました。 

 議案第２号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 

よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第５号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 

よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第９号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 

よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第１０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 
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よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第１２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 

よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２９号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野原修委員長 全員賛成。 

よって本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 暫時休憩します。 

（午後１時３４分 休憩） 

（午後１時３７分 再開） 

○野原修委員長 再開します。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議します。 

 平成２８年度委員会行政視察を実施す

ることに、異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野原修委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 暫時休憩します。 

（午後１時３７分 休憩） 

（午後１時３７分 再開） 

○野原修委員長 再開します。 

 時間の関係上、今回の会議中に視察先な

どの決定は難しいと思われますので、本会

議最終日において、常任委員会の所管事項

に関する事務調査について、閉会中に調査

することが諮られます。本委員会の所管事

項について、都市計画行政について、土木

行政について、下水道行政について、水道

行政についてを平成２８年度末までに、閉

会中に調査することにいたしたく思いま

すが、異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野原修委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 それでは、次回開催は視察項目、候補地、

複数の希望日程を提案いただきますよう

検討をお願いします。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後１時３８分 閉会） 
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